
参加意思確認公募手続に係る参加意思確認申請書の提出を求める公示

次のとおり、参加意思確認申請書の提出を招請します。

招請の趣旨

日本万国博覧会記念公園（以下「公園」とする）は、1970年に開催された日本万国博覧会の成功を記念し、その基本理念である「人類の進歩と調和」の意義を後世に継承し、破壊された自然生態を人間の知恵と技術によって復活させるために「緑に包まれた文化公園」として整備されたものであり、園内には今なお「太陽の塔や鉄鋼館、大阪日本民芸館」などが万博のレガシーとして残っています。
公園は独立行政法人日本万国博覧会記念機構の廃止に伴い大阪府が承継し、平成26年度から平成30年度までは府が直接、現在は指定管理者が管理運営を行っています。
万博レガシーである「鉄鋼館（現EXPO'70パビリオン）、日本民芸館（現大阪日本民芸館）、大屋根（一部）、夢の池（イサム・ノグチの展示物を含む）、平和の鐘」（以下「鉄鋼館等」という。）については、「太陽の塔」の目標である「世界遺産登録」に向けたステップとなる重要文化財の指定と合せ、その機運醸成を図るため登録有形文化財の登録をめざすものです。
本業務は、鉄鋼館等の文化財的側面からの調査として、次の業務を実施することとしています。
1 各施設の創建当初から現在に至るまでの保存・改変状況の整理
2 各施設の創建及び改修に際しての建設技術等の調査及び整理
3 文化財としての価値を明らかにするために今後必要となると思われる調査項目等についての具体的提案
本業務の実施にあたっては、建築物及び工作物として登録有形文化財に値する価値があることを明らかにする専門的で高い能力が求められますが、株式会社文化財保存計画協会（以下「特定者」という。）は、昭和45年に破風造形研究室として設立（昭和54年文化財保存計画協会に改組）以来、数多くの重要文化財に関する修理・保存・活用等に関する実績を有しているうえ、世界遺産である「百舌鳥・古市古墳群」「富岡製糸場と絹産業遺産群」が世界遺産として登録されるまでの過程において各種業務を履行した実績を有しており、本業務を実施しうる唯一の者と考えます。
　以上のことから、特定者を契約の相手方とする契約手続きを行う予定にしていますが、特定者以外の者で下記の応募要件を満たし、本業務の実施を希望する者の有無を確認する目的で、参加意思確認申請書の提出を招請する公募を実施するものです。

　公募の結果、下記３の応募要件を満たすと認められる者がいない場合にあっては、特定者との随意契約手続きに移行します。

　なお、下記３の応募要件を満たすと認められる者がいる場合にあっては、特定者と当該応募者による競争手続きを行います。
令和７年５月30日　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　大阪府日本万国博覧会記念公園事務所長　濱田 雄一郎
記

１　発注予定業務の内容

	実施年度
	令和７年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	業務名
	日本万国博覧会記念公園 
「鉄鋼館」等に関する文化財的側面からの調査業務

	業務概要
	・「鉄鋼館」等について、登録有形文化財としての価値を有していることを明確にするため、必要な資料の収集・整理及び調査を行い、調査結果報告書に取りまとめること。

	履行場所
	吹田市千里万博公園地内

	履行期間
	契約日から令和８年２月２５日まで

	契約不適合責任期間
	１年

	特定者の商号又は
名称、所在地
	名称（商号）　株式会社　文化財保存計画協会
所在地　　東京都千代田区神田小川町３‐26‐８
神田小川町三丁目ビル４階

	特定者との委託
上限額
	金３，０１４，０００円（消費税及び地方消費税を含む）


２　手続のスケジュール

	説明書等の交付
	交付期間
	令和７年６月　２日（月）午前１０時　から　

令和７年６月１０日（火）午後　４時　まで

	
	交付場所
	大阪府日本万国博覧会記念公園事務所

	
	交付方法
	上記の交付場所で交付します。なお、郵送による交付は行いません。

	説明書等に対する

質問及び回答
	質問受付　期間
	令和７年６月　２日（月）午前１０時　から　

令和７年６月１０日（火）午後　４時　まで

	
	質問方法
	所定の質問書様式により、電子メールにより受け付けます。
メールアドレス：

bampakukoen@sbox.pref.osaka.lg.jp

	
	最終回答日
	令和７年６月１２日（木）

	
	回答方法
	大阪府日本万国博覧会記念公園事務所事業一覧ホームページ
https://www.pref.osaka.lg.jp/o070130/bampaku/ichiran.htmlに掲載します。

	参加意思確認申請書の提出
	提出期間
	令和７年６月　２日（月）午前１０時　から　

令和７年６月１３日（金）午後　４時　まで

	
	提出場所
	「４．発注機関」に記載する事務所

	
	提出方法
	持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残る方法で、提出期間内に必着のこと）

	審査結果の通知
	最終通知日
	令和７年６月２３日（月）

	
	通知方法
	郵送及び電話


	応募要件を満たさないと記載された審査結果の通知に対する理由請求
	請求期間
	応募要件を満たさないと通知を受けた日の翌日から
令和７年７月　２日（水）午後４時まで

	
	請求場所
	「４．発注機関」に記載する事務所

	
	請求方法
	持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残る方法で、請求期間内に必着のこと）

	
	最終回答日
	令和７年７月１１日（金）

	
	回答方法
	郵送

	応募要件を満たすと記載された審査結果の通知を受けた者及び特定者による競争手続
	日時・場所・その他詳細は、審査結果の通知書に記載するものとする。


申請、請求、交付、質問の期間中の受付は、午前１０時から午後０時１５分及び午後１時から午後４時までとする。

※「休日」とは、大阪府の休日に関する条例（平成元年大阪府条例第２号）第２条第１項に規定する府の休日をいう。
３　応募要件

	基

本的要件
	（１）大阪府物品・委託役務関係競争入札参加資格者名簿に登録されていること又は登録される見込みであること。
（２）次のアからクまでのいずれにも該当しない者であること。 

ア　成年被後見人 

イ　民法の一部を改正する法律（平成１１年法律第１４９号）附則第３条第３項の規定によりなお従前の例によることとされる同法による改正前の民法（明治２９年法律第８９号）第１１条に規定する準禁治産者   

ウ 被保佐人であって契約締結のために必要な同意を得ていないもの 

エ 民法第１７条第１項の規定による契約締結に関する同意権付与の審判を受けた被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ていないもの   

オ 営業の許可を受けていない未成年者であって、契約締結のために必要な同意を得ていないもの   

カ 破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない者 

キ　暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第３２条第１項各号に掲げる者 

ク　地方自治法施行令第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当すると認められる者（同項各号のいずれかに該当すると認められることにより、大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受け、その措置期間を経過した者を除く。）又はその者を代理人、支配人その他の使用人若しくは入札代理人として使用する者 

（３）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条第１項又は第２項の規定による再生手続開始の申立てをしている者又は申立てをなされている者（同法第３３条第１項の再生手続開始の決定を受けた者を除く。）、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条第１項又は第２項の規定による更生手続開始の申立てをしている者又は申立てをなされている者（同法第４１条第１項の更生手続開始の決定を受けた者を除く。）、金融機関から取引の停止を受けている者その他の経営状態が著しく不健全であると認められる者でないこと。 

（４）府の区域内に事業所を有する者にあっては、府税に係る徴収金を完納していること。
（５）府の区域内に事業所を有しない者にあっては、主たる事務所の所在地の都道府県における最近１事業年度の都道府県税に係る徴収金を完納していること。 

（６）消費税及び地方消費税を完納していること。 

（７）大阪府物品・委託役務業務競争入札参加資格審査申請書（添付書類等を含む。）又は資格審査申請用データ中の重要な事項について虚偽の記載をし、又は重要な事項について記載をしなかった者でないこと。 

（８）法人にあっては、参加を希望する契約種目を法人の目的としていることを、登記事項証明書（登記簿謄本）により確認することができること。

（９）営業を行うにつき、法令等の規定により官公署の免許、許可又は認可を受けている者であること。

（10）大阪府暴力団排除条例に基づく公共工事等からの暴力団の排除に係る措置に関する規則（令和２年大阪府規則第61号）第３条第１項に規定する入札参加除外者（(1)キに掲げる者を除く。）、同規則第９条第１項に規定する誓約書違反者（(1)キに掲げる者を除く。）又は同規則第３条第１項各号のいずれかに該当すると認められる者（(1)キに掲げる者を除く。）でないこと。
（11）令和７・８・９年度における大阪府物品・委託役務関係競争入札参加資格の認定後に当該資格の認定を辞退したことがある者でないこと。 

また、業務種別を追加するため当該資格の審査の申請をする者にあっては、申請する年度において当該業務種別の資格の認定を辞退したことがある者でないこと。

	技術力に関する要件等
	登録業務
	大阪府委託役務関係競争入札参加資格において、「建物・構造物各種調査（種目コード187）」の認定を受けていること又は、「その他（種目コード200）」の認定者で文化財（建築物）の登録に要する調査及び資料収集に関する業務を行っていること。

	
	配置技術者
	１．資格

以下の資格を有する者を少なくとも１名以上技術者として配置すること。（必ずしも同一人が両方の資格を有している必要はなく、配置技術者全体の中で満たせば良い）
また、配置された上記有資格技術者のうち１名を管理技術者とするこ
と。
（１）一級建築士
（２）文化財建造物修理主任技術者
２．雇用形態

　配置する一級建築士及び文化財建造物修理主任技術者について、それぞれ少なくとも１名については、参加意思確認申請時において直接的な雇用関係を有すること（※）。
（※）直接的な雇用関係とは、管理技術者等とその所属する企業との間に第三者の介在する余地のない雇用に関する一定の権利義務関係（賃金、労働時間、雇用、権利構成）が存在することをいう

	
	業務実績等
	以下の要件を全て満たしている者であること。
・概ね１０年以内に重要文化財（建造物）に関する修理（実施設計、工
事監理など）、耐震診断に関する業務を履行した実績を有すること。
・概ね１０年以内に重要文化財（建造物）に関する保存活用計画を作成した実績を有すること。
・概ね１０年以内に、わが国における世界遺産の登録に関する業務を履行した実績を有すること。


４　発注機関

	
	局(課)名等

	４　発注機関
	大阪府日本万国博覧会記念公園事務所

所 在 地：吹田市千里万博公園１番１号（万博記念ビル４階）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・契約に関する問い合わせ：総務・管理課

電話番号：06-6877－3337
・業務に関する問い合わせ：企画課

電話番号：06-6877－3497


【　交付書類一覧表　】

	
	書類名称

	説明書・仕様書等の交付
	○参加意思確認公募手続に係る説明書

　・参加意思確認公募手続に関する説明書

　・参加意思確認申請書(様式１)

・応募要件確認資料(様式２)

・団体概要調書(様式３)
・配置予定技術者調書（様式４）
  ・履行実績一覧(様式５)・・・要件を満たす業務の履行実績一覧（契約書写し添付）
　・質問書(様式６)

○契約関係書類

・契約書（案）

・業務委託仕様書
【日本万国博覧会記念公園　「鉄鋼館」等に関する文化財的側面からの調査業務】
・大阪府暴力団排除条例に基づく公共工事等からの暴力団の排除に係る措置に関する規則における事業者からの「誓約書」の提出について




【　提出書類一覧表　】

	
	書類名称

	
	　参加意思確認申請書に記載のとおり
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